
　 

　 
　数学科には教授と准教授、1人につき1研究室あります。2026年現在、30以上の
研究室があります！研究分野は大きく分けて、代数学、幾何学、解析学、確率論・
応用数学があります。 
　数学科4年次では研究室配属があり、必ず洋書を読むという伝統があります。 
今年度の4年次「数学セミナー」を担当している教員の中で、代数学から長谷川 
浩司 准教授、解析学から藤江 健太郎 准教授、幾何学から横田 巧 准教授、確率論・
応用数学から阿部 圭宏 准教授、の4人の先生に配属された学生がどのような内容
の研究に取り組んでいるのか、紹介していただきました！ 

４年次「数学セミナー」



長谷川 浩司 准教授 
　対称性から問題を理解するための数学が表現論という分野です。水素原子
のスペクトルは4次元回転対称性から理解でき、周期律表も数学的帰結と考
えることができます。対称性が豊富な解ける問題を開拓し調べることも研究
課題です。私は量子離散パンルヴェ方程式というものを提案したところ、弦
理論との関連が最近分かってきました。4年セミナーでは、基本的な有限群

の場合からはじめ、主に行列のなす群について理解を深めます。 

代数学 
‣表現論と可積分系
‣量子群とヤン・　
バクスター方程式

‣パンルヴェ方程式
‣可解格子模型 など



藤江 健太郎 准教授 
　解析学とは、極限操作によって新しい概念を獲得する学問です。様々な
自然現象は偏微分方程式によって記述されますが、この偏微分方程式の解
の存在や性質を研究しています。偏微分方程式の「解」は関数であるため、
関数の集まり(関数空間)に代表される無限次元空間を調べる関数解析学や無

限次元空間で展開される発展方程式・変分法の理論を駆使します。私の4年

生セミナーの所属学生5名には、それぞれの課題図書があります。Gilbarg-

Trudinger、Lieb-Loss、Friedman、Lunardiなどの名著が課題図書です。学
生が事前に読み解いた内容を黒板で説明し、質疑・討論をするという形式
で行っています。セミナーは、精密な議論を行う訓練であるとともに数学
観を磨く場であり、学生と教員の真剣勝負です。 

解析学 
‣偏微分方程式論
‣関数解析学
‣発展方程式論
‣変分法　など



横田 巧 准教授 
　今年度の私のところの4年次「数学セミナー」には2名の学生が在籍してお

り、それぞれがBottとTuの「Differential Forms in Algebraic Topology（代数的

位相幾何学における微分形式）」 とMilnorとStasheffの「Characteristic 

Classes（特性類）」を読んで、ほぼ毎週、その内容についてセミナーをして

います。この2冊は幾何学の中でも（コ）ホモロジーなどの代数的手法を用い
て多様体などの空間を研究する代数的位相幾何学（トポロジー）と呼ばれる
分野の本で、私の専門とは少し違うのですが、学生が自分でこの本を読みた
いと言ってきたので、この2冊を読んでいます。ゆっくりじっくり読み進めて
いて、最近のセミナーでは、高校でも習う微分積分学の基本定理の一般化とも
言えるストークスの定理などを扱いました。

幾何学 
‣リーマン幾何学
‣測度距離空間
‣ピラミッド
‣最適輸送理論
‣リッチフロー など

高校でも習う微分積分学の基本定理 （一般化された）ストークスの定理



阿部 圭宏 准教授

確率論を研究しています．確率論の主な目標はランダムな現象に
潜む法則性を見つけ出すことです．
例えば次の問題を考えてみます．真っ暗なパソコン画面上に蟻が
いて，各ステップで蟻は上下左右のうち一方向を等確率で選び，
選んだ方向に進むとします．蟻が進んだ場所が白く点灯すると
き，何ステップ目でパソコン画面は真っ白になるでしょうか? 

このステップ数は被覆時間と呼ばれ，ランダムであるにも関わら
ず，高確率で，ある特定の値で近似できます．
その近似誤差はランダムですが，ある極限分布をもつことも最近
調べられています．
4年次セミナーでは6名の学生が在籍しており，R.Durrettの

「Probability: theory and examples」を輪読しています．

確率論・応用数学 
‣確率論
‣ランダムウォーク
‣極値理論　など


